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 身近な森
も り

林の再発見!!
 11 月２日、滋賀県立琵琶湖博物館において「グループ対

抗里山デジカメ選手権」の公開最終審査会を開催しました。

写真：（上段）作品を前に里山への思いを熱く語る参加者

　　　（下段）表彰の様子 【関連記事は、２～４頁】

森への誘い
　近畿中国森林管理局ホームページでは、管内国有林の美しい風景

や名勝、保護林、巨木などの貴重な動植物のほか、国有林における

主な取組などの写真を毎月、スライド形式で紹介しています。第４

回目は京都の国有林です。是非ご覧下さい。

　 http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/kyoku
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箕
面
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
は
、
11
月
２
日
、
滋

賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
に
お
い
て

「
グ
ル
ー
プ
対
抗
里
山
デ
ジ
カ
メ

選
手
権
」
の
公
開
最
終
審
査
会
を

開
催
し
ま
し
た
。こ
の
選
手
権
は
、

里
山
に
暮
ら
す
動
植
物
や
森
林
づ

く
り
活
動
、
森
林
環
境
教
育
活
動

な
ど
の
撮
影
を
通
じ
て
、
里
山
の

現
状
や
役
割
を
多
く
の
人
に
伝
え

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
今
年
で
２

回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
、「
身
近
な
森
林
の
再

発
見
」
を
テ
ー
マ
に
３
枚
の
写
真

１
組
を
１
作
品
と
し
て
、
学
校
、

森
林
・
林
業
活
動
グ
ル
ー
プ
、
企

業
、
家
族
な
ど
全
国
か
ら
１
５
７

グ
ル
ー
プ
の
応
募
が
あ
り
、
こ
の

中
か
ら
第
１
次
審
査
を
通
過
し
た

30
グ
ル
ー
プ
が
最
終
審
査
に
進
み

ま
し
た
。

　

審
査
会
で
は
、
単
に
映
像
の
美

し
さ
に
と
ど
ま
ら
ず
作
品
に
込
め

ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
も
重
要
視

さ
れ
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
日

頃
の
活
動
や
作
品
の
説
明
、
里
山

へ
の
思
い
を
ス
ピ
ー
チ
し
、
写
真

家
の
今
森
光
彦
氏
、
農
学
博
士
の

只
木
良
也
氏
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
青
山
佳
世
氏
の
審
査
に
よ

り
林
野
庁
長
官
賞
１
点
、
滋
賀
県

立
琵
琶
湖
博
物
館
長
賞
１
点
、
近

畿
中
国
森
林
管
理
局
長
賞
７
点
が

決
定
し
ま
し
た
。

「グループ対抗里山デジカメ選手権」を開催

◎最優秀賞（林野庁長官賞）

「絵本の世界 森林の中」

想像力働き隊（神奈川県横浜市）　加藤啓子　加藤優佑　加藤俊輝

◆作者からのメッセージ

　子供が三歳になる頃から、年二度は山に登ります。澄んだ空気、息が

あがってきても腕はひんやりしている感触に大自然を感じます。

　ぐんぐん伸びている根っこは、何かを求めているかの様な生命力を感

じます。子供たちの大好きな「ねっこぼっこ」という絵本にねっこの下

に住む妖精がいるのですが、家族全員「いるかもね…」と、あまりの迫

力に呟いてしまいました。

　大きなきのこを発見したときは「（白雪姫の）七人の小人の家ってこ

んなおうちだったかな？」と小人の大きさを想像し乍ら観察していまし

た。

　途中で急に天気が崩れ始め、立ち往生になり、雷・強風・大雨になっ

てしまいました。自然に飲み込まれそうになり、心細い中、静かになる

のを待ちました。小雨になり、先程まで道が川になっていましたが、町

で見かける水たまりは一つもなく、「お水はどこへ行ったの？」と不思

議なほどでした。「森のねっこぼっこが、草が、土が、大量の雨水を吸

いとってくれたんだね。」と下山しました。

　しばらくすると、光が射し込み、きれいな虹が出ました。山登りでの

自然と体あたりした疲れが一気に吹き飛びました。まるで「オズの魔法

つかいみたいだね。」と最後まで森林はわたくし達に”想像力”を働か

せてくれました。

　人間は様々な環境の中で育っていきますが、自然を五感で感じる事の

大切さは子供の原風景として残り、心の豊かさや、強さになってゆくの

だと思いました。
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◎琵琶湖博物館長賞

「山里の暮らし」

友達（大阪府柏原市）　山本安子　池田ひろこ　大川真理子

◎優秀賞（近畿中国森林管理局長賞）

「３匹のみのり」

虫好きブラザーズ（大阪府高槻市）　樫村健穂　樫村朗穂　樫村郁穂　

「木もれ日に輝く森」

大月市立鳥沢小学校 M&A ﾐｵ ｱﾝﾄﾞｱﾔﾘ（山梨県大月市）　古家綾莉　佐藤澪

「小さな宝物」

広島県立庄原格致高等学校　写真部 A（広島県庄原市）　石田愛美　横山千歳
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「きになる木」

NPO 法人 ﾋﾏﾗﾔﾝ・ｸﾞﾘｰﾝ・ｸﾗﾌﾞ（滋賀県大津市）　御池吉道　磯部春美　平塚清武

「大きくなーれ！～春のアカマツ植栽～」

NPO 法人日本森林ボランティア協会（大阪府大阪市）　笘智子　毛穴友治　大西由兼

「森が笑う日」

NPO 法人やまぼうし自然学校（長野県上田市）　佐藤明希　瑞慶覧明子　北川絵里

「森から里へ」

滋賀県立大学 里山いきもの愛好会（兵庫県伊丹市）　吉川剛明　中西康介
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森
林
組
合
の
経
営
を
通
し
て
想
う
こ
と

し
そ
う
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長

生
垣 

友
信

　

山
々
の
樹
木
も
冬
支
度
を
調
え
、
厳
し

い
寒
さ
を
迎
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
そ
う
森
林
組
合
の
事
業
運
営
に
当
た

り
ま
し
て
、
平
素
か
ら
関
係
機
関
の
皆
様

に
は
格
別
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
森
林
組
合
が
所
在
す
る
宍し

そ

う粟
市
は
、

兵
庫
県
の
中
西
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

奈
良
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
「
播
磨
国
風

土
記
」

に
は
宍

　
し
さ
は
の
こ
お
り

禾
郡
と
記
述
さ
れ
る
な

ど
、
悠
久
の
歴
史
を
持
つ
と
と
も
に
、
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

宍
粟
市
の
森
林
面
積
は
５
万
９
千
㏊
で

あ
り
、
市
域
の
９
割
を
占
め
る
高
い
森
林

率
で
す
。
ま
た
、
素
材
生
産
量
は
県
内
の

生
産
量
の
３
分
の
１
を
占
め
る
な
ど
、
宍

粟
市
は
県
内
で
も
有
数
の
林
業
地
と
言
え

ま
す
。

　

組

合

員

が

所

有

す

る

森

林

の

面

積

は

３
万
５
千
㏊
に
及
び
、
ま
た
、
組
合
員
数

は

５

千

７

０

０

人

を

数

え
、

県

下

で

も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
森
林
組
合
で
す
。

　

戦
後
は
、
復
興
用
住
宅
資
材
と
し
て
の

木
材
需
要
が
旺
盛
に
な
る
中
で
、
森
林
組

合
と
し
て
も
伐
採
跡
地
の
造
林
を
積
極
的

に
進
め
、
森
林
資
源
の
充
実
に
貢
献
し
て

き
ま
し
た
。

　

時
代
は
下
り
ま
す
が
、
平
成
18
年
２
月

に
四
つ
の
森
林
組
合
が
合
併
し
、
し
そ
う

森
林
組
合
が
誕
生
し
ま
し
た
。
四
つ
の
森

林
組
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
な

が
ら
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
経
営

状
況
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
時
代
の
要
請

を
踏
ま
え
て
地
域
林
業
の
中
核
と
な
る
べ

く
合
併
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
の
台
風
に
よ
り
、
県
西
部
を

中
心
に
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
も
な

い
風
倒
木
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

復
旧
に
３
年
余
り
を
要
し
、
今
年
６
月
を

も
っ
て
漸
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
工
期
の
中
で
事
業
を
完
了

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
合
併
に
よ
り

森
林
組
合
と
し
て
の
組
織
力
を
大
い
に
発

揮

す

る

こ

と

が

で

き

た

こ

と

に

よ

り

ま

す
。

　

近
年
、
中
国
を
始
め
と
す
る
木
材
需
要

の
増
大
や
木
材
輸
出
国
の
国
内
事
情
に
よ

る
輸
出
減
少
を
背
景
と
し
て
、
国
内
の
製

材

業

や

合

板

製

造

業

の

多

く

が

国

産

材

を
利
用
す
る
方
向
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
こ
そ
、
地
域
の
森
林
資
源
の
有
効

活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
機
で
あ
り
、

森
林
・
林
業
を
活
性
化
さ
せ
、
ひ
い
て
は
、

山
村
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
べ
き
絶
好
の

機
会
が
到
来
し
た
と
考
え
ま
す
。

　

林
業
地
と
し
て
の
林
業
の
再
生
が
市
政

の

中

心

課

題

の

一

つ

と

な

っ

て

い

ま

す

が
、
我
々
森
林
組
合
と
し
て
も
、
提
案
型

集

約

化

施

業

へ

の

取

り

組

み

な

ど

に

よ

り
、
真
に
、
組
合
員
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
、
ま
た
、
森
林
組
合
が
所
在
す
る
地
域

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
組
合
経
営
を
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

高
性
能
林
業
機
械
と
路
網
に
よ
る
間
伐
の
実
施
状
況

（
河
原
山
国
有
林
）
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滋
賀
森
林
管
理
署
㉟

歴
史
と
治
山
の
山
「
一い

ち
じ
ょ
う
や

丈
野
国
有
林
」

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/shiga
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Ｘ
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琵
琶
湖
の
南
東
部
に
位
置
す
る
一
丈
野
国
有
林

は
、
天
井
川
で
知
ら
れ
る
草
津
川
の
源
流
部
に
あ

た
り
、
周
辺
の
山
々
と
あ
わ
せ
て
田た

な
か
み
や
ま

上
山
と
総
称

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
風
化
し
た
花
崗
岩
の
露
出
し

た
山
肌
や
奇
岩
が
連
な
る
稜
線
は
、
低
山
で
あ
り

な
が
ら
日
本
ア
ル
プ
ス
を
彷
彿
さ
せ
る
登
山
が
楽

し
め
る
こ
と
か
ら
、
湖
南
（
金こ

ん

ぜ勝
）
ア
ル
プ
ス
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
田
上
山
は
、
ヒ
ノ
キ
の
美
林
に
覆
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、藤
原
宮
（
６
９
４
～
７
１
０
年
）

の
造
営
以
来
、
都
や
寺
院
建
築
の
た
め
に
大
量
の

木
材
が
伐
り
出
さ
れ
、
さ
ら
に
戦
火
や
陶
土
の
採

掘
、
燃
料
の
採
取
な
ど
に
よ
っ
て
、
江
戸
時
代
に

は
「
田
上
の
禿
」
と
し
て
日
本
三
大
禿
げ
山
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
荒
廃
が
進
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
な
っ
て
、
本
格
的
な
治
山
・
砂
防

工
事
が
始
ま
り
、
今
日
で
は
近
江
湖
南
ア
ル
プ
ス

自
然
休
養
林
（
一
丈
野
地
区
）
と
し
て
、
市
民
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
憩
い
の
場
と
な
る
ほ
ど
に

緑
が
回
復
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
明
治
22
年

に
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・
レ
ー
ケ
の

指
導
を
受
け
築
造
さ
れ
た
「
オ
ラ
ン
ダ
堰え

ん
て
い堤

」
は
、

１
２
０
年
を
経
て
も
な
お
、
貯
砂
機
能
を
現
役
で

果
た
し
て
お
り
、緑
あ
ふ
れ
る
堰
堤
周
辺
の
沢
は
、

夏
休
み
に
な
る
と
子
供
や
若
者
た
ち
の
親
水
の
場

と
し
て
大
賑
わ
い
と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
一
丈
野
国
有
林
に
隣
り
合
う
金こ

ん
ぜ
や
ま

勝
山
国

有
林
内
の
金
勝
山
（
標
高
５
６
６
．
８
ｍ
）
直
下

に
は
、
奈
良
時
代
に
聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
、

良
弁
僧
正
が
開
い
た
天
台
宗
の
古
刹
「
金こ

ん
し
ょ
う
じ

勝
寺
」

が
あ
り
ま
す
。
一
丈
野
・
金
勝
山
両
国
有
林
内
に

は
金
勝
寺
へ
の
参
道
が
登
山
道
と
し
て
残
さ
れ
、

沿
道
に
は
「
逆
さ
観
音
」
や
「
狛

こ
ま
さ
か坂

磨
崖
仏
」
な

ど
の
史
跡
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
然
景
観
だ
け
で
な
く
、
歴
史

や
仏
教
文
化
、
明
治
時
代
の
治
山
・
砂
防
技
術
な

ど
、
学
術
的
に
も
魅
力
の
あ
ふ
れ
る
一
丈
野
国
有

林
を
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
開
か
れ
た
も
の
と
す

る
た
め
、
平
成
15
年
度
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
遊
歩
道
「
た
ま
み
ず
き

の
道
」
を
作
設
し
、
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の

森
林
散
策
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成

16
年
度
か
ら
、
大
津
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
よ

る
「
遊
々
の
森
・
森
は
ぼ
く
わ
た
し
の
い
の
ち
！
」

の
活
動
が
始
ま
り
、
多
く
の
子
供
た
ち
が
森
林
整

備
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、本
年
度
か
ら
、

遊
々
の
森
と
隣
り
合
う
区
域
に
「
一
丈
野
ふ
れ
あ

い
の
森
」
を
設
定
し
、
県
内
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
サ
ポ
ー
ト
滋
賀
」
に
よ
る
森
林

整
備
活
動
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
地
元

の
龍
谷
大
学
や
滋
賀
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
会

と
の
共
催
に
よ
る
一
般
公
募
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
開

催
し
、
市
民
へ
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
や
機
会

を
提
供
す
る
取
り
組
み
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
入
山
者
の
増
加
に
伴
い
、
道
迷
い
な
ど

ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

周
辺
の
消
防
署
等
と
連
携
し
て
登
山
道
の
携
帯
電

話
通
話
可
能
箇
所
に
「
コ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
」
を
設

置
し
、
緊
急
時
の
消
防
へ
の
通
報
が
迅
速
に
行
え

る
よ
う
、
登
山
者
の
安
全
に
も
配
慮
し
た
取
り
組

み
を
行
い
、
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
一
丈
野
国
有
林
が
安
全
で
親
し
ま
れ

る
自
然
休
養
林
で
あ
る
よ
う
に
、
歩
道
や
標
識
等

の
整
備
や
維
持
管
理
に
も
努
め
な
が
ら
、
各
種
の

事
業
や
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

緑
の
回
復
し
た
一
丈
野
国
有
林
か
ら
琵
琶
湖
と
比
叡
・

比
良
連
峰
を
望
む

子
供
た
ち
で
賑
わ
う
オ
ラ
ン
ダ
堰
堤

コ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
の
設
置
作
業

◆
ア
ク
セ
ス

一
丈
野
国
有
林
へ
は
、

公
共
交
通
機
関　

Ｊ
Ｒ
草
津
駅
か
ら
帝
産
湖
南
交
通
バ
ス
上

桐
生
行
き
３
０
分

車　

名
神
瀬
田
西
・
東
Ｉ
Ｃ
よ
り
２
０
分
、
名
神
草
津
田
上

Ｉ
Ｃ
よ
り
１
０
分
、
名
神
栗
東
Ｉ
Ｃ
よ
り
３
０
分
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各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

児
童
が
じ
っ
ち
ゃ
ん
、
ば
っ
ち
ゃ
ん
と

世
代
交
流　

～
吉
田
国
有
林
で
第
19

回
ふ
れ
あ
い
森
林
教
室
～

【
島
根
森
林
管
理
署
】
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、

安
来
市
立
南
小
学
校
（
松
田
美
保
子
校
長
）
５
年

生
児
童
14
名
を
安
来
市
の
美
し
い
里
山
整
備
モ

デ
ル
林
「
安
寿
の
森
吉
田
」（
吉
田
国
有
林
８
㏊
）

に
迎
え
「
第
19
回
ふ
れ
あ
い
森
林
教
室
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

  

ふ
れ
あ
い
森
林
教
室
は
、
安
来
市
立
南
小
学
校

５
年
生
並
び
に
地
元
老
人
会
「
寿
会
」（
小
川
規

矩
夫
会
長
）
と
当
署
が
平
成
２
年
か
ら
18
年
間
に

わ
た
っ
て
継
続
し
て
取
組
ん
で
い
る
行
事
で
、
こ

の
日
は
、
地
元
安
来
市
の
近
藤
宏
樹
市
長
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
平
成
17
年
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ク
リ

を
植
樹
し
た
箇
所
の
下
草
刈
り
体
験
や
、
サ
ク
ラ

ン
ボ
の
苗
木
３
本
と
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
大
苗
２
本

を
記
念
植
樹
し
ま
し
た
。

　

下
草
刈
り
体
験
は
、
生
い
茂
る
笹
に
戸
惑
い
な

が
ら
の
作
業
で
し
た
が
、
な
ん
と
か
作
業
が
終
了

す
る
頃
に
は
、
子
ど
も
達
に
も
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、

き
れ
い
に
な
っ
た
苗
木
の
様
子
を
眺
め
て
い
ま
し

た
。
下
草
刈
り
作
業
の
あ
と
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
や
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
無
事
に
大
き
く
な
る
よ
う
に
期
待

を
こ
め
て
植
樹
を
行
い
、
各
自
の
サ
イ
ン
入
り
の

標
柱
を
埋
設
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
土
肥
横
田
森
林
官
に
よ
る
森
林

散
策
を
行
い
な
が
ら
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
に
児

童
や
引
率
の
先
生
ら
も
熱
中
し
、
す
っ
か
り
森
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。ゲ
ー
ム
終
了
後
は
、

シ
イ
タ
ケ
の
種
駒
打
ち
を
体
験
し
ま
し
た
。
種
駒

を
打
っ
た
ほ
だ
木
は
持
ち
帰
れ
る
と
あ
っ
て
、
児

童
は
そ
れ
ぞ
れ
好
み
の
サ
イ
ズ
の
ほ
だ
木
を
選
ん

で
、
じ
っ
ち
ゃ
ん
ば
っ
ち
ゃ
ん
か
ら
お
手
伝
い
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
種
駒
を
打
ち
込
ん
で
い
き
ま

し
た
。
そ
の
他
、
職
員
に
よ
る
紙
芝
居
や
間
伐
材

を
利
用
し
た
記
念
品
づ
く
り
な
ど 

一
日
で
盛
り

だ
く
さ
ん
の
体
験
を
し
た
子
ど
も
達
は
、
寿
会
の

方
々
や
職
員
に
「
あ
り
が
と
う
、
さ
よ
う
な
ら
」

と
大
き
く
手
を
振
っ
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

（上）じっちゃん、

ばっちゃんとほだ

木づくり

（右）植樹の記念標

柱の前で記念撮影

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
社
員
に
よ
る
森
林
・

林
業
体
験
活
動
を
実
施

【
京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
】
11
月
８
日
（
土
）

に
、箕
面
国
有
林
の
勝
尾
寺
園
地
周
辺
に
お
い
て
、

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
社
員
の
参
加
に
よ
る
森
林
・
林

業
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
で
は
、
水
を
主
原
料
の
一
つ

と
し
て
扱
う
事
業
者
と
し
て
、
水
を
育
む
森
林
を

継
続
的
に
保
全
す
る
こ
と
が
事
業
者
の
社
会
的
責

任
で
あ
る
と
の
考
え
の
も
と
、
森
林
の
保
全
活
動

等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
回
の
活
動
に
は
、
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
近
畿
圏
統
括
本
部
、
吹
田
支
店
な

ど
か
ら
家
族
を
含
め
て
41
名
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
及
び
当
所
か
ら
10
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局　

戸
田
国
有

林
野
管
理
課
長
よ
り
開
会
の
挨
拶
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
㈱ 

竹
田
社
会
環
境
推
進
部
長
よ
り
、
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
取
組
に
つ
い
て
紹
介
が

あ
っ
た
後
、
間
伐
体
験
や
Ｍ
ｙ
箸
作
り
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

間
伐
体
験
で
は
６
班
に
分
か
れ
、
職
員
か
ら
間

伐
の
必
要
性
や
作
業
手
順
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
各
班
毎
に
１
～
２
本
の
伐
倒
・
玉
切
り
・

枝
払
い
・
集
積
の
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
慣
れ
な
い
林
内
で
の
作
業
や
使
い
慣
れ
な

い
大
き
な
鋸
に
苦
労
し
て
い
た
様
子
で
し
た
が
、

日
頃
体
験
で
き
な
い
作
業
に
夢
中
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

「
Ｍ
ｙ
箸
作
り
」
は
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
が
製

作
キ
ッ
ト
を
用
意
し
た
も
の
で
、
割
り
箸
よ
り
少

し
大
き
め
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
木
材
を
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
や
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
て
、
自
分
に

合
っ
た
太
さ
・
長
さ
に
仕
上
げ
る
も
の
で
す
。
完

成
後
は
、
早
速
、
昼
食
で
使
っ
て
み
た
い
と
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
所
で
準
備
し
た
材

料
に
よ
る
木
工
で
は
、
作
品
例
を
参
考
に
、
木
の

人
形
（
モ
ッ
ク
ン
）
や
鉛
筆
型
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
近
畿
中
国
森
林
管
理
局　

廣
田
指
導

普
及
課
長
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
お
け

る
森
林
の
役
割
や
京
都
議
定
書
に
定
め
る
約
束
を

果
た
す
た
め
、
森
林
の
整
備
に
対
す
る
国
民
や
企

業
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
た
い
旨
挨
拶
が
あ

り
、
閉
会
し
ま
し
た
。

体験活動の参加者と間伐体験の様子
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「
山
を
育
む
と
海
に
伝
わ
る 

」

～
広
島
北
部
森
林
管
理
署 

海
と
山
の

繋
が
り
を
出
前
～

【
広
島
北
部
森
林
管
理
署
】
11
月
５
日
、
三
次
市

立
神
杉
小
学
校
の
依
頼
で
出
前
森
林
教
室
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
校
の
、
大
漁
旗
を
揚
げ
て
木
を
植

え
る
漁
師
の
写
真
を
使
用
し
た
教
科
書
を
使
っ
た

授
業
と
、
10
月
に
行
わ
れ
た
“
ひ
ろ
し
ま
「
山
の

日
」
県
民
の
集
い
”
で
５
年
生
が
漁
業
関
係
者
と

一
緒
に
植
樹
を
行
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
児

童
の
「
な
ぜ
、
漁
師
さ
ん
が
山
に
木
を
植
え
る
の

だ
ろ
う
」
と
の
疑
問
に
応
え
て
実
施
す
る
運
び
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

　

児
童
は
同
署
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ

り
、「
山
を
育
む
と
海
に
つ
な
が
る
」を
テ
ー
マ
に
、

伐
採
後
の
山
の
状
況
と
安
定
し
た
森
林
の
状
況
の

比
較
実
験
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て
行
い
、
山

の
水
が
木
の
あ
る
こ
と
で
ゆ
っ
く
り
下
流
に
流
れ

る
と
い
う
、
森
林
の
機
能
の
重
要
性
を
学
び
ま
し

た
。

　

ま
た
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
「
食
物
連
鎖
」
で
は
、

山
か
ら
海
ま
で
の
動
物
、
植
物
、
雨
等
の
役
に
各

児
童
が
な
り
、
毛
糸
を
使
っ
て
、
生
態
系
の
中
の

生
き
物
た
ち
が
連
鎖
し
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
参
加
し
た
横

よ
こ
や
ま
き
み
と
し

山
王
隼
君
は
「
赤
い
糸
を
１
本

と
っ
た
だ
け
で
全
て
の
魚
や
植
物
に
影
響
が
あ
っ

た
。
大
自
然
を
守
り
た
い
な
」
と
語
り
ま
し
た
。

毛
糸
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
で
生
態
系
の
連
鎖
を
学
ぶ

森を守る
シリーズ

季

節

風

を

防

ぐ

海

岸

防

災

林 

　
冬
期
間
、
日
本
海
に
面
し
た
地
域
は
強
い
季

節
風
に
襲
わ
れ
ま
す
。
福
井
森
林
管
理
署
で
は
、

潮
風
や
飛
砂
の
被
害
か
ら
家
屋
や
農
地
を
守
り
、

津
波
の
勢
い
を
弱
め
る
た
め
の
海
岸
防
災
林
を

造
成
す
る
な
ど
、
治
山
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

海岸防災林は風を弱めて飛砂を防ぐと同時に、塩分を取り除

く効果があります。（松原国有林：敦賀市、日本三大松原の

ひとつと言われる「気比の松原」）

強い季節風が吹く海岸（あわら市）海岸防災林が育つまでは、木製の防風柵により保護します。

（北潟国有林：あわら市）

防風垣に守ら
れて苗木は育
ちます。
（昭和 47 年当
時 の 造 成 風
景）


